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会 議 録 

会議の名称 西東京市図書館協議会 平成 28 年度第２回臨時会 

開 催 日 時 平成 28 年 11 月 17 日（木）午後１時 30 分から３時 30 分まで 

開 催 場 所 田無公民館３階会議室 

出 席 者 

委 員：鈴木委員、倉内委員、川口委員、大澤委員、山村委員、 

長谷川委員 

事務局：奈良館長、中川副館長 

傍 聴 者 なし 

 

議   題 

１ 諸報告 

２ 平成 27 年度図書館事業評価について 

３ その他 

会議資料の

名 称 

資料 1 平成 28 年度第１回臨時会会議録（案） 

資料 2 平成 27 年度図書館事業評価（案） 

資料 3 中央図書館に関する検証について 

資料 4 合築複合化基本プラン策定に向けた検討状況について 

    （平成 28年 10 月 28 日文教厚生委員会資料） 

記 録 方 法      □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録  

会 議 内 容 

○副会長 第２回臨時会を開催します。 

 

１ 諸報告について 

○副会長 議題に従いまして進めさせていただきます。諸報告についてお願いしま

す。 

○館長 10 月 28 日に文教厚生委員会が開催されました。あとで、資料３と資料４を

ご説明します。 

 

２ 平成 27 年度図書館事業評価について 

○副会長 平成 27 年度図書館事業評価についてです。 

○副館長 皆さんからいただいたコメントをさらに集約させていただきましたので、
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ご確認いただきたいと思います。 

○副会長 協議会で協議するのは今日が最後です。順番に確認していきます。 

（事業評価（案）以下、内容確認変更点のみ記録） 

○副会長 レファレンスサービスについてお願いします。 

○委員 雑誌記事というのは国会図書館で調べられるのですか。今までこのようなサ

ービスはなかったのですか。 

○館長 国会図書館が何年かにわたってデジタル化を進めて作成しました。 

○委員 それはこの図書館でも閲覧できるのですか。 

○館長 検索と閲覧ができます。雑誌の検索は以前からできました。 

○副会長 西東京市の図書館でも使えるようになっているということを、PR してい

ただいてもいいのではないでしょうか。  

○委員 大宅壮一文庫の資料なども使っていますが、国会でもかなり調べられるとい

うことです。 

○館長 「雑誌・新聞データベースの講習会については、国会図書館のサービス内容

が拡大しているので、使用法だけでなく、雑誌・新聞データベースを活用し

た取り組み事例の紹介も行っていただきたい。」と修正します。 

○副会長 次に児童サービスについてです。４番目の記述で、回数を増やせば参加者

が増えるというのはちょっと違うように思います。それと曜日を分散すると

いうのもどうなのでしょうか。 

○館長 ひばりが丘図書館は実施回数が少なかったことがあります。中央図書館では

日曜日に実施しています。 

○副会長 １番目の記述で、「参加してくる子どもの年齢が低くなっていますのでし

っかり要因を検証することを期待します」に尽きるかと思います。私の感覚と

しては、小学生には会えなくなってきている印象があります。ですから、回数

増加ということはなくてもいいのではないですか。保谷駅前図書館では、スペ

シャル的に夏休み前に企画したら小学生の参加もあって、時期と中身なのかと

いう思いがありました。最後はなくてもいいのかなと思います。 

○館長 １番目の記述を「工夫と強化を図る」とします。 

○副会長 では、４番目の意見は外すことにします。絵本と子育て事業です。思いは

たっぷりなのですが。 

○委員 ３番目は読み取りにくいです。 

○副会長 割愛していいでしょう。次はハンディキャップサービスです。「当初の計

画通り」は削除してもいいでしょうか。 

○他の委員 いいと思います。 

○副会長 宅配サービスの記述です。 

○館長 ボランティア保険を予算化していないことから、事業開始が遅れます。現在、
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宅配は職員がやっています。 

○副会長 個人情報に関わりますので、「宅配サービスが個人情報の保護に留意し、

安全に実施することを希望します。」に改めます。最後多文化サービスです。 

○委員 「次年度の計画を作成しました」とあり、今年度が楽しみです。 

○副会長 では、ここはこのままということで、事業評価を終わります。長らくかか

りましたがこれで終結させていただきます。 

 

３ その他 

○副会長 ３その他について、説明をお願いします。 

○館長 資料３と４をご覧ください。10 月 28 日に文教厚生委員会があり、提出した

ものが資料４です。第１回から９回までの庁内の合築複合化基本プラン検討

部会の会議内容を委員会に報告させていただきました。中央図書館について

部会に提出した資料を資料３として本日配布させていただきました。 

○委員 良くまとまっている。これが建築計画書の基本になる。わかりやすくて感心

しました。 

○副会長 今年度中にプランができるのですか。 

○館長 これまでいただいた意見等を踏まえ丁寧な対応が必要であることから、時間

をかけて検討することとなり時期は決まっていません。 

○委員 市長はどういうふうに考えているのですか。 

○館長 20 万都市にふさわしい中央図書館の機能拡充は必要と考えています。 

○副会長 市長からは、３館合築より、中央図書館と市民会館を合築し、公民館を存

置という考えが出てきています。 

○館長 ３館合築案はそのままあります。２館合築・公民館存置案も検討するという

ことです。 

○副会長 その案で図書館の総量抑制は問題ないということなのですか。 

○館長 はい。 

○委員 滞在型図書館っていうのが中央図書館として必要なのかということは考慮

していく必要があります。中央図書館の機能は、一つは保存です。もう一つ

は、保存資料をバックにしたレファレンスサービスです。さらにできれば滞

在型でそこで学習ができるような、そういうスペースが必要です。本来、滞

在型というのは地域館のもので、歩いて行けるところでゆっくり本を読む、

芝久保などでは朝から新聞を読んでいる、午後も本を読んでいる人を見かけ

る、自分でも歩いて 10 分だから芝久保図書館で 1 日、本を読んでいること

もある。中央図書館については「滞在型も必要です」と言わないといけない。 

○副会長 事務室、作業室など、学校・保育園との連携事業で必要となるスペースは

やはり中心館にあったほうがいい。読書活動に関わる人たちは、中央図書館
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に相談に応えてくれる人がいて、各種作業ができるといいと思います。 

○委員 学校図書館などに司書が配置されていますが、学校が終わったら、図書館に

きて、いろいろ意見交換するとか、そういうスペースがあるといい。大阪の

豊中市とか白山市（松任市）にはスタッフが交流できるスペースがあります。 

○副会長 図書館に協力するボランティアが話せる場、集まれる場ができるというこ

とをみんなも期待します。 

○館長 ハンディキャップサービスの対面朗読室や録音室は必要ですが、谷戸図書館

が担う役割を中央図書館に移すかなど、今後検討が必要です。 

○委員 ほかに障害者の方へのサービスはどうですか。 

○副館長 障害者用のデータは国会からダウンロードできますので、利用者に提供す 

ることは可能です。 

○委員 障害者用の機械はあるのですか。 

○副館長 再生機だけあれば可能です。再生機は貸し出ししています。 

○副会長 レファレンスサービスのデータベースを使う専用のパソコンとは。 

○館長 利用者用インターネットとは別に、商用データベースを使うための機器です

が、レファレンス室を設けて専用に置くことを考えています。 

○委員 職員に関することは素案に入れないのですね。東久留米市の指定管理のこと

が気になります。 

○館長 現在、行財政改革大綱の中で図書館の運営体制のあり方の検討をしていま

す。来年度、協議会のご意見をいただきたいと思います。 

○委員 前にも協議したと思うが。 

○館長 19 年度にご議論いただいたものなので時間が経っています。 

○委員 新しい情況を入れて足していく。 

○副会長 マルチメディアデイジーが使えるようになるのですか。 

○副館長 資料としては購入提供できますが、全体的な取り組みはこれからです。 

○副会長 新しいことはこれから決めていくのですか。 

○館長 検討部会は施設面の検討を主にしています。 

○副会長 ハンディキャップサービスは中央図書館なのか、というところですね。 

○館長 今後の検討です。 

○副会長 地域行政資料は 300％オーバーなのだからもっと広く。児童図書コーナー

では、子どもを視界に入れ見守ることもできる保護者を対象とした閲覧スペ

ースを、これは本当に保護者に限らず、大人が自分で資料を探したり比較検

討できるような場所がない。これは滞在型とはまたちょっと違いますが。 

 入ってみたくなる雰囲気はすごく大事です。安全面については書いてくださ

っていますが、車椅子でも通りやすい場を確保することはすごく意味がある

と思っています。ベビーカーのお母さんも来やすい場所になるといいと思い
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ます。中央図書館が市民会館の場所に移ると想定すると、今度行く豊島区立

中央図書館のようにエレベーターでの行動は相当制限があるので、そこも含

めて、安全に出入りがしやすい場所に作らなければいけないと思います。 

 次回、また進捗情況をおしらせいただくということでよろしくお願いします。 

これで協議会を終了します。本日はありがとうございました。   

 

次回 １月 19 日（木）午後１時 30 分から 

 


